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実践報告会
ミライ便〜未来の環境のための宅配〜

秋田大学 Ecopop
2025年 12月 23日

プロジェクトの目的と背景

アイデア実践の方法とその理由

数字で見る活動の結果

アイデアの改善案

05
アイデアの提案
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プロジェクトの目的と背景

・再配達は10件に１件発生
＝10人に1人のドライバーが

1日中、再配達に対応
（ECOコンちゃんねる）
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【秋田県の配達状況】

（ECOコンちゃんねる）

約250台/日配達車両数

約36,000個/日配達個数

約4%不在率

約1.200個/日不在荷物数
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CO2排出量・ドライバー負担の増大

大学生への認知

・受け取り方の意識向上

・自分の行動を見直すきっかけ

アイデア実践の方法とその理由
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大学内でのポスター掲示

【掲示場所】手形キャンパス内３ヶ所

・教育3号館 ・一般棟 ・食堂

【理由】

• 再配達の影響を知る

• 1回で受け取る意識づけ
→ 大学生の関心・周知の向上
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【理由】

1回で受け取る意識を促進

•
•

•

【理由】

実際に行動してもらう→習慣化
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•
•
•

数字で見る活動の結果
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11月：目標である不在率8.0%以下達成

＜11月の不在率＞

しかし、アイデア企画途中の9月も不在率8.0%を切っている

＜9月の不在率＞
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ポスターやチラシの掲示に加えて、

1回での受け取りイベント参加者数…0人
(12/11時点)

ポスターやチラシの掲示に加えて、

Yes,Noクイズのアンケート回答者数…4人
(12/11時点)
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アイデアの改善案

プレゼント交換のために営業所へ行く・・・

• 交通手段がない
• クマの影響で外出が危険
• 時間がない

学生にとって

ハードルが高い

★改善案
・大学内にboxを設置
・プリペイドカード贈呈や物品贈呈
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・インスタを見るところまではいかない

・見ても参加しない

★改善案

・番号の代わりにインスタ投稿URL
・プリペイドカードや物品贈呈

アイデアの提案
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SNS,ポスター等でYes,Noクイズを実施
アンケート回答後、プレゼント贈呈

⇒意識変容促進、行動を示唆

1回で受け取ろうキャンペーン
1枚集めて、はがき郵送or営業所で交換

⇒交換と収集のハードルを下げ、

行動変容を促す
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実施には？

・施設で掲載許可

・シールの配布

・魅力的なプレゼント設定

秋田大学 Ecopop
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